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この内容は2026年8月現在のものです。仕様は改良のため予告なく変更することがあります。
411-1K

スマートトラフ
（スリット幅24mm）

施工要領書

鋼製溝付スリットみぞ蓋

KCTS-S KCTS-CS
（アウトコーナー） （インコーナー）

KCTS-CU

クリップ固定式　細目タイプ（すきま2.5mm）
ステンレス製スリット／ステンレス製枠

直線 90°コーナー

施工およびご使用される前に必ず最後までお読みください
この度は、カネソウ製品をご使用いただき、誠にありがとうございます。
ご使用になる前に必ずこの「施工要領書」をご一読いただきますようお願いいたします。
間違った施工・取扱を行いますと、製品の損傷や使用上の不具合、けがなどの事故につながる可能性がありま
すのでご注意ください。
なお、施工終了後は本書を御施主様あるいは建物管理者様へ、必ずお渡しいただくようお願いいたします。
本書は、いつでも見られる場所に必ず保管していただくようお願いいたします。
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施工手順
1.   枠の仮置き
枠を設置場所に仮置きします。

2.   枠の連結
①枠端部のジョイントピースを、隣り合う枠に差し込み、連結用穴とジョイントピースのねじ穴を合わせます。

② 付属の六角穴付極低頭ボルトをねじ穴に差し込み、お手持ちの六角棒スパナ（呼び3）で締め付けます。
※ボルト締付時、片側のみを一度に締め付けず、目地を合わせながら均等に締め付けてください。

六角穴付極低頭ボルト
M6×10

穴位置を合わせる

ジョイントピース
M6タップ加工付

連結用穴
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3.   枠の固定
① 枠本体を仮固定し、床仕上げレベルとの調整を行います。
※アンカーは折り曲げが可能です。

② 枠本体を溶接用アンカーに溶接固定した後、枠の周囲にモルタルまたはコンクリートを充填します。
枠本体目地部と床仕上げタイル、また建具とのあいだに止水処置を必要とする場合は、床仕上げの際に
シール材の充填シロを設けて、シール処理を行ってください。

G.L

シール処理 床仕上げタイル

アンカー

レベル調整材
（別途）

打込式溶接用アンカー
（別途）

アンカー
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枠清掃時のスリット蓋の脱着方法

枠の清掃時は、スリット蓋を外してください。外す際は、専用ハンドル（別売）で引き上げます。

① 専用ハンドルを、スリット蓋のセンターすきまに差し込み、クロスバーに引っ掛けてから引き上げてください。

③ スリット蓋をはめる際は、②の逆手順で、枠側の蓋固定用金具にスリット蓋両端のクリップ金具差し込みます。
スリット蓋天端を手で押し込んで、クリップが蓋固定用金具にはまったことを確認してください。（パチンと噛み
合う音がします。）

②スリット蓋両端のクリップ金具が、枠側の蓋固定用金具から外れたことを確認し、スリット蓋を外してください。

手袋着用　※作業中のけがを防止するため、必ず保護手袋を着用してください。

枠

クリップ金具
スリット蓋

蓋固定用金具

※製品説明用のカットモデルです。

専用ハンドル（別売）

引上前 引上後


